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愛
す
べ
き
兄
弟
と
我
が
愛
す
る
子
ら
よ
。 

 

長
い
道
を
旅
す
る
旅
人
に
安
息
の
時
と
所
が

必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
悩
み
多
き
我
等
人
類
に

も
安
息
の
時
が
必
要
で
あ
る
。
…
斎
と
は
何

か
。
反
省
で
あ
る
。
克
己
で
あ
る
。
悔
改
で
あ

る
。
し
か
も
悩
め
る
我
等
に
と
っ
て
は
真
の
安

息
の
時
で
あ
る
。  

 

人
生
の
真
の
安
息
、
慰
安
な
る
も
の
は
、
真

面
目
な
る
反
省
と
熱
誠
よ
り
す
る
悔
改
に
よ
っ

て
の
み
得
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

形
式
的
で
は
な
い
、
空
想
で
は
な
い
、
絶
対
真

実
な
る
悔
改
の
結
果
と
し
て
の
み
絶
対
の
安
息

は
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
形
式
や
空
想
の
如
き

も
の
は
決
し
て
万
事
を
成
就
す
る
も
の
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
身
体
を
洗
わ
な
い
で
た
だ
洗
っ

た
と
空
想
し
て
果
た
し
て
身
を
清
め
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
…
絶
対
の
慰
安
も
形
式
や

妄
想
を
も
っ
て
得
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
救
い
も
贖
罪
も
事
実
な
の
で
あ
る
。 
…  

 

ま
ず
、
本
心
に
帰
り
な
さ
い
。
本
心
に
帰

り
、
赤
心
を
披
い
て
〔
い
つ
わ
り
の
な
い
心
を

開
い
て
〕
、
天
の
父
の
前
に
悔
い
改
め
な
さ

い
。
こ
の
赤
心
が
あ
っ
て
、
燃
え
る
信
仰
が

あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
ハ
リ
ス
ト
ス
我
が
主
と

体
合
す
る
事
が
出
来
る
。
我
等
は
、
こ
の
神
秘

の
境
に
ま
で
至
ら
な
け
れ
ば
到
底
絶
対
の
慰
安

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…  

 

愛
す
べ
き
兄
弟
と
我
が
愛
す
る
子
ら
よ
。 

 

も
し
、
神
と
人
と
を
偽
る
者
が
あ
っ
た
な

ら
、
そ
の
包
ん
だ
秘
密
を
明
ら
か
に
し
な
さ

い
。
互
い
に
怨
む
者
が
い
る
な
ら
、
そ
れ
を
解

き
な
さ
い
。
互
い
に
怒
っ
て
い
る
者
が
い
る
な

ら
、
そ
れ
を
ゆ
る
し
て
和
睦
し
な
さ
い
。
… 

 

私
は
、
私
の
薄
い
信
仰
と
不
徳
に
よ
っ
て
、

或
い
は
知
り
或
い
は
知
ら
ず
し
て
、
あ
な
た
が

た
に
多
く
の
罪
を
負
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

願
わ
く
は
こ
れ
を
ゆ
る
し
て
ほ
し
い
。
あ
な
た

が
た
に
、
も
し
私
に
対
し
て
の
何
ら
か
の
罪
が

あ
っ
た
な
ら
、
私
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
喜
ん
で
ゆ
る
そ
う
。
な
ぜ
な
ら
。
ハ
リ
ス

ト
ス
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
か
ら
。
「
人
の
罪

を
赦
さ
な
い
者
は
天
に
お
い
て
も
ゆ
る
さ
れ
な

い
」
と
。
【
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
説
教
の
抜
粋
】  

仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

捧
神
な
る
ニ
コ
ラ
イ
よ
、 

爾
は
…
己
を
捨
て
、
…
艱
難
辛
苦
を

顧
み
ず
し
て
、
爾
の
言
と
行
と
に
因
り

て
我
が
国
の
民
に
ハ
リ
ス
ト
ス
の
愛
の

律
法
を
教
え
給
え
り
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭
「早
課
」よ
り
） 

ほ
う
し
ん 

う 

お
の
れ 

こ
と
ば 

お
こ
な
い 
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大
聖
水
式 

 1月5日(日)、代式祈祷後に、方舟会

によって境内のもみの木に飾ったイ

ルミネーションの取り外し奉仕が行

われた。婦人会も聖堂や会館のツリ

ーの片付けを行った。 

 
1
月
19
日
㈰
、
暦
ど
お
り
に
主
の
洗
礼
祭

（
神
現
祭
）
が
仙
台
正
教
会
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。
洗
礼
祭
の
聖
体
礼
儀
に
続
け
て
堂
内
で
大

聖
水
式
が
執
行
さ
れ
た
。 

福
島
地
区
家
庭
集
会  

年
に
二
回

の
ペ
ー
ス
で

行
わ
れ
て
い

る
福
島
地
区

の
家
庭
集
会

が

1

月

17

日
㈮
に
開
か

れ
、
降
誕
祭
の
廻
家
祈
祷
を
共
に
祈
っ
た
。
祈
祷

後
は
、パ
ソ
コ
ン
画
面
を
平
塚
家
の
テ
レ
ビ
に
繋

い
で
モ
ニ
タ
ー
代
わ
り
に
し
、ミ
ニ
講
話
と
三
択

ク
イ
ズ
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。 

新
年
会 

 

1
月
26
日
㈰
、５
年
ぶ
り
に
仙
台
教
会
の
新

年
会
が
開
か
れ
た
。
聖
体
礼
儀
の
後
、
中
華
レ

ス
ト
ラ
ン
「
飛
天
」
に
移
動
し
、
28
人
の
参
加

で
新
年
を
祝
っ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
山
田
兄
の
司
会

進
行
の
も
と
、
開
会
祈
祷
と
ハ
リ
ン
サ
プ
大
立

目
兄
の
乾
杯
の
音
頭
で
会
食
と
な
っ
た
。
食
後

に
、
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
に
よ
る
ミ
ニ
講
話
と

ハ
ー
プ
演
奏
、
イ
オ
ア
ン
高
橋
兄
の
脳
ト
レ
ク

イ
ズ
、ニ
コ
ラ
イ
山
田
兄
の
ギ
タ
ー
と
ス
テ
フ
ァ

ン
高
橋
兄
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
三
つ
の
楽
器
の

伴
奏
で
の
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
っ
た
。 

 

指
揮
者
の
マ
ト

フ
ェ
イ
土
田
兄
が

仕
事
の
都
合
で
お

休
み
さ
れ
た
が
、

聖
歌
隊
は
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
を

重
ね
、
滞
り
な
く

聖
体
礼
儀
と
大

聖
水
式
の
聖
歌

奉
仕
を
行
っ
た
。 



  

新
年
感
謝
祈
祷 

 

1
月
1

日
㈬

に
中
新
田
正
教
会

で
新
年
感
謝
祈
祷

を
信
徒
の
み
で

行
っ
た
。
今
年
も

神
様
の
恩
寵
が
豊

か
に
注
が
れ
る
こ

と
を
心
を
合
わ
せ

て
祈
っ
た
。 

主
の
洗
礼
祭 

 

中
新
田
正
教
会

で
は
、

1

月

24

日
㈮
、

25

日
㈯

に
主
の
洗
礼
祭
が

祝
わ
れ
た
。
洗
礼

祭
の
聖
体
礼
儀
に

続
い
て
大
聖
水
式

を

行

い
、
そ

の

後
、
月
例
パ
ニ
ヒ

ダ
も
行
っ
た
。 
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主
の
降
誕
祭 

 

1
月
4
日
㈯
、
5
日
㈰
に
か
け
て
、
水
口
神
父

が
白
河
正
教
会
を
巡
回
し
、
旧
暦
の
降
誕
祭
を
ず

ら
し
て
、降
誕
祭
徹
夜
祷
と
聖
体
礼
儀
を
行
っ
た
。 

 

日
曜
日
の
昼
食
の
後
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ

て
、
昨
年
の
冬
に
青
森
県
の
弘
前
公
園
で
開
催
さ

れ
た
雪
ま
つ
り
に
お
い
て
函
館
正
教
会
の
聖
堂
の

雪
像
に
投
影
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
の
動
画
を
鑑
賞
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
の
信

徒
た
ち
が
正
教
会
を
「
ギ
リ
シ
ャ
教
」
と
認
識
し

て
い
た
講
話
が
話

さ
れ
た
。
ま
た
、

三
択
ク
イ
ズ
や
恒

例
の
Ａ
Ｈ
Ａ
ク
イ

ズ
で
盛
り
上
が
っ

た
。
使
わ
れ
た
画

像
は
去
年
の
降
誕

祭
と
復
活
祭
の
ス

ナ
ッ
プ
写
真
だ
っ

た
。
真
剣
に
変
化

を
探
す
こ
と
で
頭

の
体
操
に
な
っ
た

と
思
う
。 

白
河
正
教
会
だ
よ
り 

▲ 新年祈祷後に集合写真 

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

  
婦
人
会
定
例
会
で
の
学
び
を
２
月
よ

り
再
開
し
ま
す
。
２
月
９
日
は
、
聖
体
礼

儀
で
御
聖
体
を
い
た
だ
く
前
に
唱
え
ら
れ

る
「
領
聖
前
祝
文
」
の
内
容
を
理
解
し
、

各
自
で
ノ
ー
ト
に
写
経
。
ノ
ー
ト
の
表
紙

を
和
紙
や
は
ぎ
れ
で
好
き
な
よ
う
に
飾
り

付
け
を
し
、
自
分
専
用
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
・

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。
楽
し
ん
で
実
用

性
の
あ
る
ク
ラ
フ
ト
を
一
緒
に
や
り
ま
せ

ん
か
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
（
男
性

の
方
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
）
。 

  

今
後
、
復
活
祭
ま
で
の
奉
仕
予
定
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

 

２
月
23
日
㈰ 

黒
布
ア
イ
ロ
ン
が
け 

 

４
月
6
日
㈰ 

聖
枝
祭
の
枝
束
ね 

 

４
月
13
日
㈰ 

白
布
ア
イ
ロ
ン
が
け 

 

４
月
18
日
㈮ 

卵
染
め 

 

４
月
20
日
㈰ 

復
活
祭
祝
賀
会 

 

婦
人
会
よ
り 
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断
肉
の
ス
ボ
タ
よ
り 

 

大
斎
準
備
週
の
断
肉
の
ス
ボ
タ
は
全
永
眠
者
を

記
憶
す
る
特
別
な
日
で
す
。
そ
の
日
の
祈
祷
文
は

様
々
な
形
で
死
去
し
た
信
徒
た
ち
に
た
め
に
祈
る

言
葉
で
満
ち
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
主
だ
っ
た

祈
祷
文
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

爾
の
血
を
以
て
人
々
の
罪
を
贖
い
、 

爾
の
死
を
以
て
我
等
を
苦
し
き
死
よ
り
救
い
、

爾
の
復
活
を
以
て 

我
等
に
永
遠
の
生
命
を
賜
う
主
・
救
世
主
よ
、 

敬
虔
を
抱
き
て
、
或
は
野
に
、
或
は
邑
に
、 

或
は
海
に
、
或
は
陸
に 

何
の
處
に
於
て
も
寝
り
し
者
、 

諸
王
、
諸
司
祭
、
司
祭
長
、
修
道
士
、 

及
び
俗
人
、
何
の
年
齢
、
何
の
民
族
に
於
て
も

寝
り
し
者
を
悉
く
安
ぜ
し
め
て
、 

彼
等
に
爾
の
天
の
国
を
獲
し
め
給
え
。 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
よ
、 

爾
が
死
よ
り
起
く
る
に
因
り
て
、 

死
は
已
に 

敬
虔
に
し
て
死
せ
し
者
に
主
た
ら
ず
。 

故
に
我
等
、
熱
切
に
祈
る
、 

神
よ
、
爾
の
諸
僕
、
ア
ダ
ム
よ
り
今
日
に
至
る

ま
で
潔
く
爾
に
事
え
し
者
、 

我
が
諸
父
及
び
兄
弟
、
朋
友
及
び
親
族
、 

悉
く
の
人
、
存
命
の
時
、
忠
信
に
奉
事
し
て
、 

多
様
多
状
に
爾
に
移
り
し
者
を 

爾
の
庭
に
、
ア
ウ
ラ
ア
ム
の
懐
に
安
ぜ
し
め

て
、
彼
等
に
爾
の
天
の
国
を
獲
し
め
給
え
。 

 

信
を
以
て
寝
り
し
者
を 

地
の
四
極
よ
り
受
く
る
主
よ
、 

海
に
、
或
は
陸
に
、
或
は
川
に
、
泉
に
、 

或
は
池
に
、
或
は
井
に
死
し
て
、 

禽
獣
と
昆
蟲
と
の
食
と
爲
り
し
者
を 

悉
く
安
ぜ
し
め
給
え
。 

ハ
リ
ス
ト
ス
よ
、 

神
の
恐
嚇
に
由
り
て
死
し
、 

天
よ
り
発
す
る
雷
に
依
り
、 

地
の
裂
く
る
に
依
り
、 

海
の
荒
る
る
に
依
り
て
死
せ
し
衆
信
者
を
安
ぜ

し
め
給
え
。 

 

主
よ
、
爾
の
定
に
由
り
て 

四
の
元
行
に
解
か
れ
し
者
は 

悉
く
爾
の
手
に
在
り 

爾
の
降
臨
の
時
に
彼
等
を
合
せ
て
復
活
せ
し
め 

彼
等
の
知
る
と
知
ら
ず
し
て
犯
し
し
諸
罪
を
悉

く
赦
し
給
え
。 

昔
ア
ダ
ム
は
エ
デ
ム
に
於
て 

木
の
果
を
食
う
に
因
り
て
病
を
得
た
り
。 

蛇
が
毒
を
吐
き
た
れ
ば
な
り
。 

是
に
依
り
て
人
を
噉
う
死
は 

万
族
に
入
り
た
り
。 

然
れ
ど
も
主
宰 

来
り
て
、 

蛇
を
斃
し
て
、
我
等
に
安
息
を
賜
え
り
。 

我
等
、
彼
に
呼
ば
ん
、 

救
世
主
よ
、
受
け
し
者
を
憐
み
て
、 

爾
の
選
ば
れ
た
る
者
と
偕
に
安
ぜ
し
め
給
え
。 

あ
が
な 

と
こ
ろ 

い
ず
れ 

こ
と
ご
と 

す
で 

し
ゅ 

つ
か 

き
ん
じ
ゅ
う 

こ
ん
ち
ゅ
う 

な 

し
ょ
く 

お
ど
し 

さ
だ
め 

た
お 

い
の
ち 

あ
る
い 

ま
ち
゜ 

こ
と
ご
と 

い
か
づ
ち 

よ
っ
つ 

げ
ん
ぎ
ょ
う 

み 

く
ら 

や
ま
い 

こ
れ 

と
も 

く
ら 

▲ アウラアム、イサク、 

   イアコフの懐のイコン 
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2月聖名日 

モレーベンのご案内 

2月16日㈰聖体礼儀後 

 2月の聖名日モレーベンに該当

する方々の一覧です。         

聖名日 聖    名 氏    名（敬称略） 

2/1 マカリイ（エギペトの克肖者） 瀬戸正岐、土田貫一郎 

2/3 アグニヤ（ロマの聖致命女） 高橋由佳 

2/6 クセニヤ（ロマの克肖女） クランソーヴァ・オクサーナ 

2/7 グレゴリイ  中川文彦 

2/10 エフレム（シリヤの克肖者） 大場 昇、千葉重行、平塚 清 

2/16 ニコライ（日本の亜使徒） 大槻欣史、寺嶋秀之 

2/16 アンナ（聖預言女） 

岡崎たい子、葛西弘子、熊谷道子、木

幡貞子、今野多恵子、西條恵子、櫻井

恵美子、笹川久美、板橋千佳子、但木

國子、八賀みち、伊藤光子、鈴木えり

か、熊谷天津子、金子晏生 

2/16 シメオン（抱神者） 鈴木和夫、高橋 真 

2/18 アガフィヤ（聖致命女） 千葉和子 

2/23 パウラ（パレスチナの聖致命女） 千葉万亀 

2/27 キリール（スラブの教師博士克肖） 
板橋敏雅、佐々木篤志、渡辺吉雄、本
間良美 

消 
 

息 

亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭 

２
月
16
日
（日
） 

      

日
本
に
正
教
を
伝
え
た

亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
を

尊
み
、
そ
の
祈
り
（転

達
）を
願
う
。
聖
人
の

示
し
た
正
教
の
道
を
見

つ
め
直
そ
う
。 

 
 

聖預言女アンナ   抱神者シメオン 

・
永
眠 

一
月
四
日 

 

ペ
ト
ル 

佐
藤
周
治 

兄
（
92
歳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

一
月
九
日 

 

〈
未
洗
礼
〉
堀
越
康
正 

兄
（
75
歳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

 主
の
迎
接
祭 

 
 

２
月
15
日
（土
） 

イ
イ
ス
ス
が
誕
生
し

て
40

日
目
に
神
殿

に
捧
げ
ら
れ
た
こ
と

を
記
憶
す
る
祭
。
マ

リ
ヤ
へ
の
苦
難
の
預

言
も
注
目
さ
れ
る
。 



   

令
和
7
年
1
月
7
日
㈫ 

 

14
時
～
15
時
10
分 

３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

〇
降
誕
祭
関
係 

・
祝
賀
会 

準
備
そ
の
他
の
段
取
り
も
よ
く
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
盛
会
だ
っ
た
。
約
40
人
参
加 

・
イ
ヴ
祈
祷 

参
祷
者
約
50
人
の
う
ち
半
数
は

一
般
の
方
。
ポ
ス
タ
ー
が
功
を
奏
し
た
か
。 

・
聖
体
礼
儀 

平
日
に
も
拘
わ
ら
ず
参
祷
領
聖

者
が
多
か
っ
た
。
10
名
ほ
ど
。 

・
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
片
付
け
終
了
。
10
人
ほ

ど
の
奉
仕
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
方
を

次
回
は
入
念
に
計
画
し
て
行
う
予
定
と
す
る
。 

〇
新
年
祈
祷 

 

深
夜
の
モ
レ
ー
ベ
ン
に
は
わ
ず
か
に
2
人
の

み
参
祷
。
来
年
は
深
夜
祈
祷
は
要
検
討
。 

〇
ホ
ー
チ
キ 

消
防
点
検  

 

消
火
器
全
14
本
、
交
換
時
期
。
見
積
も
り
が

来
て
か
ら
検
討
。 

〇
会
計
報
告 

一
般
／
収
益 

 

 

教
区
分
担
金
を
百
万
円
納
入
。
残
り
百
万
円 

二
、
協
議
事
項 

⑴
新
年
会
に
つ
い
て 

・
1
月
26
㈰
「
飛
天
」
で
開
催
予
定
。 

・
会
費
三
千
円
。
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
。
飲
み
物

の
追
加
は
個
人
で
。 

・
当
日
、
会
費
徴
収
。
受
付
係
は
マ
リ
ヤ
太
田

姉
と
ウ
ェ
ラ
山
中
姉
。 

・
不
足
分
は
婦
人
会
と
聖
歌
隊
で
賄
う
。 

・
司
会
は
ニ
コ
ラ
イ
山
田
兄
。
水
口
神
父
に
よ

る
ミ
ニ
講
話
と
余
興
の
予
定
。 

⑵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
水
銀
灯
に
つ
い
て 

 

イ
ヴ
祈
祷
の
時
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ

た
。
水
銀
灯
の
土
台
が
一
基
破
損
し
て
い
る

が
、
点
灯
に
問
題
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
水

銀
灯
を
破
棄
し
てL

E
D

の
ラ
イ
ト
に
交
換
で
き

な
い
か
、
見
積
も
り
を
と
っ
て
み
る
。  
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献 

金 
報 

告 

（6
.1

2
.2

5

～7
.1

.2
6

） 

○
聖
堂
内
献
金 

十
万
七
千
六
百
二
十
一
円 

○
感
謝
献
金 

二
万
円 

匿
名 

一
万
二  

平
塚
喜
美
子 

一
万
円 

熊
谷
道
子
、
熊
谷
経
光 

九
千
円 

佐
藤
恵
一 

 

五
千
円 

宮
崎
正
美
、
堀
越
英
宏
、
熊
谷
経
光 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
千
円 

水
口
優
明 

三
千
円 

増
子
陽
子
、
山
田
三
穂
子  

○
降
誕
祭
献
金 

一
万
円 

平
塚
裕
、
札
野
千
絵 

五
千
円 

高
橋
英
俊
・
秋
子
、
岡
部
歯
科
、 

 
 
 
 

永
沢
正
輝
、
千
葉
真
貴 

三
千
円 

太
田
さ
つ
子
、
横
山
美
貴
子
、
昆 

 
 
 
 

守
、
笹
川
久
美 

○
会
報
献
金 

三
千
円 

横
山
美
貴
子 

○
埋
葬
献
金 

四
十
万
円 

堀
越
英
宏
（
堀
越
康
正
） 

三
十
万
円 

佐
藤
厚
子
（
佐
藤
周
治
） 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

一
万
円 

高
橋
ゆ
り 

六
千
円 

渡
辺
幸
子 

五
千
円 

本
多
弘
明
、
村
井
恵
子
、
菅
野
圭 

 
 
 
 

子
、
山
本
理
恵
子
、
山
本
実
、
笹 

 
 
 
 

川
晧
、
永
沢
正
輝  

 
  

 
 
 
 

三
千
円 

澤
邉
洋
子
、
平
塚
清
、
太
田
悦
子 

 
 
 
 

千
葉
弘
樹
、
西
海
枝
康
子
、
山
田 

 
 
 
 

喜
美
雄
、
岡
崎
雄
俊
、
岡
崎
文
子 

二
千
円 

伊
勢
洋
子 

千
円  

山
中
由
美
、
水
口
敦
子
、
岡
崎
雄
俊 

 
 

※
敬
称
略
（順
不
同
） 
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1
日
㈯ 
徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
7
調 

2
日
㈰ 

ザ
ク
ヘ
イ
の
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 

 
 
 

書
札 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
前
4:

9-

15 
 
 
 
 

 
 
 

福
音 

ル
カ 

 
 
 
 

19:

1-

10 

◆ 

聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日 

1-

2
日 

水
口
神
父
白
河
出
張 

 

1
日
㈯ 

18
時 

主
日
徹
夜
祷 

 
 

 

 

2
日
㈰ 

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀
・大
聖
水
式 

 

4
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
14
時
） 

8
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
8
調 
  

（
17
時
） 

9
日
㈰ 

税
吏
と
フ
ァ
リ
セ
イ
の
主
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖
体
礼
儀 

  

（
10
時
） 

 

 
 
 

書
札 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
後
3:

10-

15 

 
 
 

福
音 

ル
カ 

 
 
 
 

18:

10-

14 

 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
／
婦
人
会
・
方
舟
会 

9
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

14
日
㈮ 

祭
日
徹
夜
祷 

 
 
 

（
17
時
） 

15
日
㈯ 

主
の
迎
接
祭
聖
体
礼
儀 

（
9
時
） 

 
 
 

書
札 

エ
ウ
レ
イ 

 

7:

7-

17 

 
 
 

福
音 

ル
カ 

 
 
 

2:

22-

40 

15
日
㈯ 

主
日
祭
日
徹
夜
祷 

第
1
調(

17
時
） 

16
日
㈰ 

放
蕩
息
子
の
主
日 

 
 
 
 
 

亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前 

6:

12-

20 

 
 
 

福
音 

ル
カ 

 
 
 

15:

11-

32 

 
 

※ 

聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

 

20
日
㈭ 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
会
議
（於 

一
関
） 

 

21-

22
日 

水
口
神
父
中
新
田
出
張 

 
21
日
㈮ 

16
時
勉
強
会
／
17
時
（冬
時
間
） 

晩
祷 

 
 

 
22
日
㈯ 

10
時 

断
肉
の
ス
ボ
タ
聖
体
礼
儀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

22
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
2
調   

（
17
時
） 

23
日
㈰ 

断
肉
の
主
日
聖
体
礼
儀   

（
10
時
） 

 

 
 
 

書
札 

コ
リ
ン
フ
前
8:

8-

9:

2 
 
 
 
 

 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ
25:

31-

46 

 
 

◇ 

ミ
ニ
講
話 

 

  

2
月
行
事
・

奉
事
予
定 

2月の集会は以下のように予定します。 

【聖堂清掃奉仕】→2㈰ 

【婦人会・方舟会】→9㈰ 

【ミニ講話】→23㈰ 

【聖歌隊練習日】→2㈰、9㈰、23㈰、 

         16㈰【発声練習】 

【伝道会18時～】5㈬、12㈬、19㈬ 

             ※ 26㈬はお休みします 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なくお申し出ください。 

大斎準備週 

2月09日㈰ 税吏とファリセイの主日 

2月16日㈰ 放蕩息子の主日 

2月23日㈰ 断肉（審判）の主日 

3月02日㈰ 乾酪の主日 

    赦罪の晩課＝大斎の始まり 

大斎  3月03日㈪～4月13日㈰ 

受難週 4月14日㈪～19日㈯ 

復活大祭 4月20日㈰ 


